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歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催

　

11
月
30
日
（
日
）
美
郷
町
公
民

館
に
て
、
毎
年
恒
例
の
歳
末
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
数
年
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
の

普
及
な
ど
か
ら
、
年
々
バ
ザ
ー
の

供
出
品
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
中
で
、
地
域
の
皆
様
か
ら
た
く

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
バ
ザ
ー

売
上
金
は
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
世
帯
の
方
々
が
あ
た
た
か
い
正

月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

義
援
金
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

（
詳
し
く
は
6
面
へ
掲
載
）
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開場の様子

大勢の来場者でにぎわいました

生しいたけつめ放題 ! !

生きがいデイサービス利用者による手作り品

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。



福 祉 だ よ り第48号 （2）

美
郷
町
社
協
役
員
・
評
議
員
改
選

―
新
会
長
に
鈴
木 

諄
一 

氏
が
就
任
―

　

今
回
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
よ
り
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
御
尽
力
い
た
だ
い

た
佐
藤
成
輝
氏
が
退
任
さ
れ
、
理
事
初
会
議
に
お
い
て
鈴
木
諄
一
理
事
（
天
神
堂
）
が
新
会
長
に
互
選
さ

れ
ま
し
た
。
新
副
会
長
に
は
蛭
川
久
二
雄
理
事
、
藤
嶋
政
春
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
『
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
（
ま
ち
）
づ
く
り
』
を
目
指
し
て
福
祉
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

退
任
の
あ
い
さ
つ

前
会
長　

佐
藤　

成
輝

　

皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
11
月
30
日
付
け

を
も
っ
て
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
平
成
２
年
11
月
か
ら
福
祉
事
業
の
職
務
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
後
は
平
成

20
年
12
月
か
ら
２
代
目
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
福
祉
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
精

一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
無
事
に
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
支
え
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
活
動
の
財
源
で
あ
る
社
協
会
費
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
等
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
９
月
に
優
良
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
秋
田

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
、
11
月
に
は
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
町
民
の
皆
様
や
福
祉
関
係
者
の
方
々
の
ご
支
援
ご
協

力
の
賜
物
と
只
々
感
謝
の
一
言
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

職
を
辞
し
ま
し
て
も
、
微
力
な
が
ら
一
町
民
と
し
て
美
郷

町
の
地
域
福
祉
の
向
上
に
今
後
と
も
協
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
美
郷
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
さ
ら
な
る
発
展
と
住
み
良
い
町
づ
く
り
の
前
進
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

美
郷
町
民
の
皆
様
に
は
日

頃
か
ら
、
地
域
福
祉
の
推
進

に
向
け
た
本
会
の
運
営
に
多

大
な
る
ご
協
力
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
改
選
に
あ
た

り
、
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、

佐
藤
成
輝
会
長
の
後
を
受
け
て
の
大
役
に
身
の
引
き
し

ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
強
く
決
意
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

都
市
部
で
は
経
済
が
上
向
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
地
方
で
は
い
ま
だ
に
そ
の
兆
し
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
様
な
中
に
あ
っ
て
、
最
近
で
は
尊
い
人
の

生
命
を
軽
ん
じ
る
よ
う
な
痛
ま
し
い
出
来
事
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
文
明
社
会
が
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
の
に
対

し
、
人
々
の
心
は
荒
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
と
勘
違
い
す

る
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ

そ
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
人
々
の
深
い
つ
な
が
り
と
厚
い
信
頼
関
係

が
あ
れ
ば
、
悲
惨
な
事
件
や
自
殺
な
ど
の
痛
ま
し
い
出

来
事
を
な
く
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
住
民
一
人

ひ
と
り
の
福
祉
の
向
上
が
実
践
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

美
郷
町
が
誕
生
し
て
10
年
と
な
り
、
地
域
住
民
の
郷

土
を
思
う
心
は
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
共
通
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
初
代

の
髙
栁
照
見
会
長
、
そ
し
て
二
代
目
の
佐
藤
成
輝
会
長

が
先
頭
に
な
っ
て
実
現
を
め
ざ
し
て
き
た
「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
推
し
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
一
人
の
不
幸
も
見
逃
さ
な
い
美
郷
町
全
体
の

福
祉
の
向
上
に
微
力
な
が
ら
努
め
て
参
り
た
い
と
決
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
町
民
の
皆
様
方
に
も
本

会
が
展
開
す
る
福
祉
事
業
に
積
極
的
に
御
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

会 

長　

鈴　

木　

諄　

一
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※
敬
称
略

任
期
…
平
成
26
年
12
月
１
日
～

平
成
28
年
11
月
30
日

副会長
蛭川  久二雄

（下鑓田）

理　事
黒丸   剛

（上町）

理　事
照井  冨士男

（元村）

副会長
藤嶋  政春

（第一暁）

理　事
加畠   徹

（塚）

理　事
佐藤  義勝
（福祉施設）

理　事
塙   常観
（東高方町）

理　事
大久保  一男

（本館）

理　事
進藤  敏美
（本堂西部）

理　事
二藤  由喜子

（大町）

理　事
髙橋  美由紀
（上千小町田）

監　事
小西  弘蔵

（米町）

理　事
村山  太郎

（福祉保健課長）

監　事
五十嵐  博

（上深井）

理　事
澁谷  久一

（上菻沢）

監　事
鈴木  豊文

（第一暁）

理　事
田澤  千寿子

（中野）

新
役
員
の
紹
介

監
　
事

新
評
議
員
紹
介　
※
敬
称
略

（
任
期
・
平
成
26
年
10
月
１
日
～
平
成
28
年
９
月
30
日
）

加
藤
香
代
子
（
石
神
）

柿
崎
ル
リ
子
（
施
設
）

伊
藤
由
美
子
（
施
設
）

照
井　

恒
夫
（
駅
前
）

冨
樫
さ
つ
子
（
第
一
暁
）

鈴
木　

幸
夫
（
大
坂
）

高
橋　

テ
イ
（
本
道
町
）

小
西　

ヨ
シ
（
荒
町
）

辻　

奈
美
子
（
荒
町
）

高
橋　
　

愛
（
押
切
・
紀
の
国
）

梅
川　

知
子
（
赤
城
）

橘　
　

正
幸
（
外
川
原
）

小
野
寺
悦
子
（
万
願
寺
）

熊
谷　
　

勇
（
土
崎
北
部
）

加
藤　

勇
孝
（
新
町
）

佐
藤　

博
文
（
下
菻
沢
）

月
輪　
　

元
（
施
設
）

髙
橋　

成
人
（
千
屋
北
部
）

髙
橋　
　

氾
（
塚
）

福
島　

要
子
（
小
荒
川
）

高
橋　

信
子
（
大
畑
）

出
雲　

房
子
（
中
島
・
藤
原
）

熊
谷　

弘
子
（
米
町
）

木
下　

信
隆
（
石
神
）

千
葉　

一
夫
（
百
目
木
）

岡
田　

和
浩
（
上
町
）

泉　
　

繁
夫
（
議
会
）

髙
橋　
　

郷
（
本
道
町
）

中
村　

裕
子
（
御
前
）

山
田　

喜
明
（
施
設
）

鈴
木　

正
洋
（
宝
門
町
）

佐
藤
清
一
郎
（
本
田
）

長い間お疲れ様でした
～退任された評議員の皆さん～

　

今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
照
井
成
一
氏
・
藤
澤
晟

孝
氏
・
鈴
木
タ
キ
子
氏
・
高
橋
博
樹
氏
・
髙
橋
町
子
氏

が
評
議
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
、
就
任
さ
れ
て
か
ら
永
年
に
わ
た
り
、
社

協
の
運
営
な
ら
び
に
事
業
推
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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赤
い
羽
根
募
金
実
績

　

10
月
か
ら
全
国
一
斉
に
展

開
し
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
は
町
民
の
皆
様
の

あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
に
よ
り
、
上
記
の
と
お
り

た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
善
意
は
、
来
年

度
の
民
間
社
会
福
祉
施
設
や

社
協
事
業
を
進
め
て
い
く
た

め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
学
校
か
ら

は
赤
い
羽
根
募
金
以
外
に

も
、
プ
ル
タ
ブ
や
も
ち
米
な

ど
の
あ
た
た
か
い
善
意
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

～
善
意
と
ま
ご
こ
ろ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

6,997,328円 も集まりました！
（募金内訳）

・戸別募金	 5,595件 	 5,491,610円

・法人募金	 124件	  995,000円

・学校募金	 5件	 189,866円

・職域募金	 40件	 229,351円

・個人募金	 10件	 26,582円

・募金箱等	 3件	 51,319円

・イベント	 	 13,600円 ※11月末現在

学校募金

　学校の児童・生徒からの募金（学校募金）は、ご家族の協力はもちろん、自分た
ちのお小遣いの中から少しずつ出してくれたものです。
　子どもたち一人一人の善意を大切にし、地域福祉の向上のため活用させていただ
きます。

ご協力ありがとうございました。

町内の学校からもたくさんの善意をいただきま
した。

千畑小学校より

地域のために活用します 六郷小学校より
みなさんの善意を大切にします

仙南小学校より“約20ｋｇ”たくさんの募金ありがとう
ございました。
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募金をいただいた法人様

募金をいただいた職場と学校 募金箱設置協力店

㈱秋田県南重機
秋田昭和産業㈱
㈲旭メディカルサービス
㈾天川谷精肉店
㈲伊藤建築
衣料の店てるい
㈲上田薬局
㈲エム・ジェー
㈲大久保機械店
㈾岡田書店
㈲奥山工務店
㈱小田島工務店
㈱小貫建設
小原久次郎商店
㈲加藤電気工事
㈲花宝堂六郷葬儀社
医療法人 亀谷医院
㈱雁の里せんなん
㈲企業さきがけ
㈲企業みらい
木村建設㈱
㈲熊谷工業
㈴栗林酒造店
㈾黒銀タクシー
㈲黒丸
グラフィックコミュニケーション
小西㈴
㈲斎景産業
㈱さいとう建設
㈱斉藤光学製作所
㈲坂本水道工業
㈲さくらヘルパーセンター
㈱沢野建設
㈲沢野自動車
㈲サンエイト
㈾三和商事
㈱シーモワオカダデザイン
JA秋田おばこ仙南支店
JA秋田おばこ千畑支店
JA秋田おばこ六郷支店
シブヤ建設工業㈱

秋田銀行六郷支店
秋田県総合保健事業団
秋田昭和産業（株）
杏授苑
後三年鴻声の里
（株）コマチ
JA秋田おばこ千畑支店
JA秋田おばこ仙南支店
JA秋田おばこ六郷支店
慈泉会（サンワーク六郷）
日東光器㈱
真昼荘

・イオンスーパーセンター美郷店
・亀太郎
・雁の里温泉  湯とぴあ
・千畑温泉  サンアール
・（有）田丸
・ミサトフーズ（有）
・道の駅  雁の里せんなん
・六郷温泉  あったか山

㈲シマヅ
清水屋商店
㈾進藤電器製作所
しんどう内科クリニック
㈱鈴木材木店
㈲すずらん
㈲清水堂薬局
㈾仙南自動車整備
仙南診療所
㈱千畑衛生社
全人会 千畑クリニック
㈲千畑資材センター
㈲たかしな自動車
高階建設㈲
㈾髙順冷蔵庫
㈲高照電設防災工業
㈲高詮建設
㈲鷹觜建築
㈲髙橋建業
たかはし歯科医院
㈱髙橋酒造店
㈲高橋造園土木
髙栁山真乗寺
田口塗装工業㈱
㈲田澤商事
㈲田丸
㈲忠栄堂印刷所
㈱鶴谷産業
㈲寺山新聞店
照井商店
㈾照井福治商店
照井味噌醤油醸造元
特定非営利活動法人凛々会
㈱戸沢板金工業
㈲中野建装
日仙電機㈱
㈲新田商店
㈲ハーベスト
畠山建設
はりま建設㈱
樋口繊維工業㈱秋田第一工場

ビルトマテリアル㈱
ファミリーマート美郷千畑店
㈾深澤商店
㈱福田建設
㈾フジヤアクアテック
㈲ヘアサロンKONISHI
㈱マカベ秋田工場
㈲まひる薬局
㈱マルコ産業
㈱丸佐
美郷温泉振興㈱
美郷観光㈱
ミサトフーズ㈲
㈱宮崎製靴
㈱三輪農機
明光義塾美郷六郷教室
モエドーくらしの衣料
㈲モモタロー美容室
八千代酒造㈴
㈱ヤマダフーズ
大和建設㈱
ユーアポロ仙南SS㈲木村商店
UDトラックス㈱
㈲ゆう愛
㈱ユウメディカル
㈲吉野屋商店
㈲ルック商事
㈱レジーナ秋田支店
ロード電子工業㈱
六郷運送
六郷開発㈱
六郷金融懇談会
六郷小型貨物自動車運送㈱
六郷さいた薬局
㈲六郷仙南清掃
六郷仏教会
㈲六郷プラニング
六郷まちづくり㈱
㈱六水六郷地方卸売市場
㈲ワイエムジー工業
㈲わかば会

※敬称略・五十音順

美郷町役場（各課）
美郷町シルバー人材センター
（株）レジーナ秋田支店
ロートピア仙南
ロートピア緑泉
湧水の郷
美郷町社会福祉協議会

千畑小学校
仙南小学校
美郷中学校
六郷小学校
六郷高等学校

この他、匿名での募金もいただいております。
たくさんのご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。



歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

11
月
30
日
（
日
）
美
郷
町
公

民
館
で
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
ふ
れ
あ
い
の
郷
ま
つ

く
ら
に
よ
る
し
い
た
け
の
つ
め

放
題
、
サ
ン
ワ
ー
ク
六
郷
に
よ

る
手
作
り
品
や
Ｊ
Ａ
仙
南
女
性

部
に
よ
る
花
み
そ
・
芋
揚
げ
・

あ
ん
ゴ
マ
餅
即
売
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ド
ン
菓
子
実
演

販
売
な
ど
も
あ
り
、
大
勢
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
バ
ザ
ー
の
売
り
上

げ
は
48
万
４
千
円
で
、
こ
の
売

上
金
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
の
収
益
金
と
し
て
要
援
護
世

帯
の
方
々
へ
お
届
け
す
る
も
の

で
す
。

　

地
域
の
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
人
た
ち
が
明
る
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
前
日
の
仕
分
け
作
業

や
当
日
の
販
売
に
は
日
赤
奉
仕

団
、
民
生
児
童
委
員
女
性
部
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
品
を
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
取
り
ま
と
め
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
福
祉
委

員
、
そ
し
て
多
数
の
ご
来
場
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

48
万
４
千
円
の
売
り
上
げ

ドン菓子の実演販売では、
新作も並びました

たくさんの供出品から、じっくり
品定め中

前日の仕分け作業の様子

●　無理な作業は行わない！
●　雪下ろしの際は、忘れずに命綱とヘルメット！除雪時には屋根からの落雪に注意！
●　はしごの固定を忘れずに！最初の一歩、最後の一歩は要注意！
●　除雪道具・除雪機はこまめに手入れ、点検を！
●　晴れの日は屋根の雪がゆるむので要注意！
●　川や融雪溝に雪を投げる際は足元に注意！
●　作業開始と疲れた頃は特に注意しよう！
●　作業は２人以上か家族で行いましよう！
●　除雪作業は右見て左見て車に注意！
●　緊急時のために携帯電話を忘れずに！

まだまだ危ない！除雪作業
心がけよう除雪事故防止10ヶ条 !!
まだまだ危ない！除雪作業

心がけよう除雪事故防止10ヶ条 !!
まだまだ危ない！除雪作業

心がけよう除雪事故防止10ヶ条 !!

守って
ネ

10ヶ条

福 祉 だ よ り第48号 （6）



● 

福
祉
あ
ん
し
ん
電
話

・
福
祉
あ
ん
し
ん
電
話
の
詳
細
を
教

え
て
ほ
し
い
。

➡	

緊
急
時
や
体
調
不
良
時
に
ボ
タ
ン

を
押
し
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
が

で
き
る
。
ガ
ス
漏
れ
や
火
災
発
生

時
に
は
自
動
通
報
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
24
時
間
セ
ン
サ
ー
に
て
自

動
的
に
通
報
さ
れ
る
安
否
確
認
機

能
付
き
。
心
配
事
、
相
談
事
に
も

利
用
で
き
る
。
但
し
、
設
置
す
る

際
に
は
協
力
員
が
３
世
帯
必
要
。

設
置
は
無
料
。

● 

出
張
理
容
補
助
券

・
出
張
理
容
補
助
券
を
利
用
し
た
い

の
だ
が
、
基
準
は
あ
る
の
か
。

➡	

在
宅
で
寝
た
き
り
状
態
の
方
（
ベ

ッ
ド
上
で
の
生
活
が
主
）
で
あ
れ

ば
、
介
護
度
に
関
係
な
く
利
用
で

き
る
。
申
請
に
よ
り
出
張
理
容
１

回
に
付
き
３
，
０
０
０
円
の
補
助

券
を
年
間
２
枚
ま
で
発
行
可
能
。

（
利
用
は
町
内
理
容
組
合
加
盟
店

の
み
）

● 

介
護
保
険

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
入
所
施
設
等
を

活
用
し
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

う
。

・
お
金
の
無
い
人
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

➡
利
用
料
の
減
免
制
度
や
生
活
保
護

制
度
が
あ
る
の
で
、
誰
で
も
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
平
等
に
受
け
ら
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

・
手
す
り
の
取
り
付
け
や
段
差
の
解
消

な
ど
も
介
護
保
険
で
で
き
る
の
か
。

➡	

介
護
保
険
で
は
手
す
り
の
取
り
付

け
や
小
規
模
な
住
宅
改
修
の
ほ

か
、
福
祉
用
具
の
貸
与
や
支
給
な

ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

● 

認
知
症

・
今
回
の
座
談
会
の
チ
ラ
シ
に
「
認

知
症
」
を
と
り
あ
げ
る
と
い
う
こ

と
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
認
知
症
の
家
族
と
係
わ
っ
て

い
く
で
あ
ろ
う
人
た
ち
に
話
を
聞

い
て
も
ら
い
た
く
て
参
加
を
呼
び

か
け
た
。
「
認
知
症
」
を
そ
の
本

人
や
家
族
だ
け
の
こ
と
と
考
え
ず

地
域
で
支
え
あ
い
た
い
。

・
「
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
の
原

則
」
を
聞
い
て
参
考
に
な
っ
た

が
、
実
際
に
家
族
が
認
知
症
に
な

っ
た
場
合
は
感
情
的
に
な
っ
て
し

ま
い
、
資
料
に
書
か
れ
て
い
る
よ

う
な
接
し
方
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。

・
身
内
に
認
知
症
が
い
る
こ
と
を
他

人
に
言
わ
ず
隠
そ
う
と
し
が
ち
だ

が
、
隣
近
所
に

知
ら
せ
て
お

き
、
も
し
も
の

時
は
協
力
し
て

も
ら
っ
た
ほ
う

が
良
い
。

・
被
害
妄
想
で
家

族
が
泥
棒
扱
い

を
受
け
る
こ
と

は
と
て
も
辛
い

こ
と
。
「
認
知

症
」
は
周
囲
に

理
解
さ
れ
る

ま
で
に
時
間

の
か
か
る
病

気
。

・
血
液
検
査
で

認
知
症
（
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
）
が
診
断

で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
。
ぜ
ひ
、
町

の
健
診
に
も
取
り
入
れ
て
も
ら
い

た
い
。

・
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
者
が
確
実
に

増
え
て
い
る
今
、
地
域
協
力
の
も

と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
助
け
合
い

機
能
組
織｢

美
郷
町
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ

お
た
す
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

と
て
も
画
期
的
な
事
業
で
あ
る
。

・
徘
徊
し
て
い
る
人
を
保
護
し
た

時
、
住
所
な
ど
身
元
が
分
か
る
も

の
が
何
も
無
い
場
合
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
。

➡	

行
方
が
分
か
ら
な
く
な
ら
な
い
よ

う
に
見
守
り
、
ま
ず
は
警
察
へ
届

け
る
。

・
社
協
に
認
知
症
で
相
談
に
行
っ
た

際
は
、
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
医

療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
強
く
勧

め
て
も
ら
い
た
い
。
認
知
症
は
病

気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん

と
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

➡
家
族
が
認
知
症
と
認
め
た
が
ら
ず
、

隣
近
所
に
も
隠
し
た
が
る
傾
向
が

今
も
根
強
く
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
、
徘
徊
者
の
早
期
発
見
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
。
認
知
症
は
病
気

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て

も
ら
う
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

● 

共
同
募
金

・
11
月
７
日
の
秋
田
魁
新
報
に
共
同

募
金
運
動
に
つ
い
て
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
。
内
容
を
読
み
、

仕
組
み
が
分
か
り
大
変
良
か
っ

た
。
募
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
、
ど
の
よ
う
に
還
元
さ
れ
る
の

か
も
初
め
て
知
っ
た
。
美
郷
町
で

も
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
う
が
良

い
と
思
う
。

● 

そ
の
他

・	

毎
日
、
家
族
の
食
事
を
作
っ
て
い

る
が
、
若
い
人
た
ち
は
口
に
合
わ

な
い
と
食
べ
て
く
れ
な
い
。

 	

面
白
く
な
い
思
い
を
し
て
い
る
。

・	

三
世
代
同
居
世
帯
で
も
、
子
ど
も

が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
会
話
が

な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
物
の
な

い
時
代
に
生
き

て
き
た
世
代
と

何
で
も
あ
る
時

代
に
生
き
て
き

た
世
代
と
の
感

覚
の
違
い
は
相

当
な
も
の
で
あ

る
。

◎
ご
意
見
・
ご
質
問
等
の
一
部
を
掲
載
し

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
各
会
場
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ど
う
感

じ
た
で
し
ょ
う
か
？

　
社
協
で
は
、
『
安
全
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
（
ま
ち
）
づ
く
り
』
に
向

け
、
こ
の
座
談
会
に
寄
せ
ら
れ
た
み
な

さ
ん
の
声
を
今
後
の
事
業
推
進
に
活
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

〝
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
〟

～
地
域
福
祉
座
談
会
に
２
５
５
名
が
参
加
～

　

11
月
４
日
～
14
日
ま
で
の
８
日

間
、
町
内
の
集
落
会
館
等
28
箇
所
を

会
場
に
平
成
26
年
度
地
域
福
祉
座
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

『
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
（
ま
ち
）
づ
く
り
』
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、
社
協
で
実
施
し
て
い
る
事

業
の
ほ
か
、
全
国
で
急
増
し
て
い
る

「
認
知
症
」
を
と
り
あ
げ
、
地
域
に

お
け
る
問
題
や
課
題
と
共
に
、
支
え

あ
い
・
助
け
あ
い
づ
く
り
の
方
策
を

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
・
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。話

し
合
わ
れ
た
内
容

● 

地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業

・
今
は
な
か
な
か
隣
近
所
に
集
ま
っ

て
お
茶
飲
み
が
で
き
な
い
時
代
で

あ
る
た
め
、
サ

ロ
ン
開
催
日
を

心
待
ち
に
し
て

い
る
。　

・
昨
年
よ
り
開
催

し
て
い
る
が
、

世
話
人
や
協

力
員
の
お
か
げ

で
参
加
者
や
地

域
の
方
々
か
ら

好
評
を
得
て
い

る
。

米ノ口会館

田ノ尻児童館

関田会館

湯竹会館

福 祉 だ よ り（7） 第48号



福 祉 だ よ り第48号 （8）

　
本
支
部
恒
例
の「
芸
能
発
表
会
」

が
中
央
ふ
れ
あ
い
館（
旧
清
水
苑
）

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
元
年

か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
二
十
六
回

目
に
な
り
ま
す
。

　

小
生
平
成
六
年
か
ら
十
一
年
間

幹
事
を
担
当
し
た
関
係
か
ら
、
少

な
く
と
も
二
十
年
間
芸
能
発
表
会

と
つ
き
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

今
年
の
発
表
会
で
び
っ
く
り
し

た
こ
と
の
一
つ
二
つ
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

断
わ
っ
て
お
き
ま
す
が
、
出
演

者
の
中
に
は
、
プ
ロ
級
の
方
も
お

り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
素

人
で
す
。
ど
う
し
た
わ
け
か
参
観

者
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
こ
の
日
を

待
っ
て
い
る
事
に
な
り
ま
し
ょ
う

か
。
根
強
い
人
気
を
保
っ
て
い
る

行
事
の
一
つ
で
す
。

　

九
十
才
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

方
の
踊
り
の
し
な
や
か
な
こ
と
。

曲
に
合
わ
せ
た
で
あ
ろ
う
し
ぐ
さ

の
数
々
。
き
っ
と
数
日
前
か
ら
こ

の
日
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
準
備
を

な
さ
れ
心
身
共
に
ご
苦
労
な
さ
れ

た
の
で
は
と
、
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
わ
れ
た

七
〇
代
中
ほ
ど
を
過
ぎ
た
と
思
わ

れ
る
お
母
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
た
数

十
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
美
声
を
保

ち
、
い
つ
も
な
が
ら
歌
詞
を
み
な

い
で
の
熱
唱
に
、
ふ
だ
ん
の
練
習

の
充
実
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
毎
年
違
う
曲
を
、
歌

詞
カ
ー
ド
を
見
な
い
で
と
な
る
と

大
変
な
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
お
年
を
召
さ
れ
た

方
々
が
、
見
る
人
に
感
動
を
与
え

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で

す
。本
当
に「
好
き
」な
ん
で
す
ね
。

　

ど
う
か
い
つ
ま
で
も
「
好
き
」

で
い
て
下
さ
い
。

美
郷
老
連
だ
よ
り
㉑

  
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ

美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
六
郷
支
部　
　
　

副
会
長　

山　
田　
良　
夫

在宅介護支援センターからの「お知らせ」
テーマ  　冬の安全な入浴の仕方

◎入浴効果
　体をきれいにして病気を防ぎ、体温が上がり血行が良く

なり、こりや疲労を和らげます。また心身の緊張をほぐ
し、よりよい睡眠をもたらします。

　入浴が面倒な時は“足湯”“手浴”をお勧めします。

◎事故を防ぐ安全な入浴法
・脱衣室は、暖房であらかじめ暖めておきましょう。
・浴室は浴槽の蓋を開けたり、お湯を出して暖めておき

ましょう。
・かけ湯は、ぬるめのお湯を心臓より遠いところからか

けましょう。
・浴槽の出入りは、ゆっくりとしましょう。
・肩までつからず半身浴がお勧めです。
・長湯は避けましょう。

◎その他に注意する事
・入浴前後の水分補給は忘れずに。
・飲酒したら入浴は控えましょう。
・早朝、深夜の入浴は避けましょう。
・食後、運動の前後30分は避けましょう。

入浴には体と健康を保つ様々な効果がありますが、入浴時の事故も多く発生しています。安全
に快適な入浴方法をご紹介します。

寒い冬こそお風呂に入って疲れを癒したいもの
です。入浴のコツを覚え、入浴後のスキンケア
も忘れず快適にお過ごしください。



福 祉 だ よ り（9） 第48号

た
。
施
設
実
習
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
二

年
生
は
、
先
輩
達
の
立
派
な
発
表
に
感
激

し
、
同
じ
よ
う
に
後
輩
た
ち
へ
伝
え
て
い

く
責
任
を
改
め
て
感
じ
な
が
ら
真
剣
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

◇
十
一
月
八
日
（
土
）・
九
日
（
日
）
全
国
産

業
教
育
フ
ェ
ア
宮
城
大
会
が
「
繋
げ
よ
う
・

広
げ
よ
う
・
伝
え
よ
う
み
や
ぎ
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
専

門
高
校
生
に
よ
る
学
習
成
果
発
表
の
祭
典

で
す
。
六
郷
高
校
も
福
祉
展
示
部
門
に
「
介

護
福
祉
士
へ
の
道
」
と
題
し
て
学
校
紹
介
を

兼
ね
た
展
示
を
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
九

年
度
は
、
秋
田

県
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ

の
大
会
で
の
福

祉
の
目
玉
は

「
高
校
生
介
護

技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
す
。
福
祉
を
学
ぶ

高
校
生
が
、
課
題
事
例
に
対
す
る
介
護
の

技
術
力
を
競
い
、
福
祉
を
学
ぶ
高
校
生
の

介
護
技
術
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
様
々

な
介
護
の
場
面
に

お
い
て
、
適
切
か

つ
安
全
に
支
援
で

き
る
能
力
と
態
度

を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
は

十
一
校
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
介
護
技

術
を
競
い
ま
し
た
。

　
年
の
瀬
も
い
よ
い
よ
押
し
迫
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
本
格
的
な
冬
将
軍
の
到
来
で

す
。

　
学
校
は
期
末
試
験
が
終
わ
り
、
冬
休
み

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
福
祉
科
三

年
生
は
一
月
末
に
行
わ
れ
る
「
介
護
福
祉

士
国
家
試
験
」
合
格
を
目
指
し
て
毎
日
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

    

学
校
の
様
子　

  

十
月
〜
十
一
月

 

◇
十
月
二
日
（
木
）
か
ら
福
祉
科
二
年
生
の

施
設
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
夏
休
み
に

は
五
日
間
の
集
中
実
習
を
行
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
内
容
の
濃
い
よ
り
本
格
的
な

実
習
と
な
り
ま
す
。
施
設
内
の
実
習
を
は

じ
め
、
同
行
訪
問
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
実

習
も
行
わ
れ
ま
す
。

◇
十
月
二
十
五
日（
土
）・

二
十
六
日
（
日
）

　
「
大
仙
市
秋
の
稔
り
フ

ェ
ア
」
へ
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
は
福
祉

科
の
活
動
の
様
子
を

パ
ネ
ル
に
し
て
み
ま

し
た
。
毎
年
ち
び
っ

子
た
ち
に
大
人
気
の

「
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
」

も
盛
況
で
し
た
。

◇
十
月
三
十
一
日
（
金
）

施
設
実
習
を
全
て
終

え
た
三
年
生
に
よ
る

「
介
護
過
程
」
の
報

告
会
が
行
わ
れ
ま
し

　
　

三
年
後
の
秋
田
県
で
の
大
会
に
は
現
在
の

中
学
生
が
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
六
郷

高
校
は
、
準
備
か
ら
運
営
ま
で
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
全
国
の
福
祉
系
高
校
の
活

動
・
活
躍
を
紹
介
し
な
が
ら
福
祉
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇
十
一
月
十
日
（
月
）

 

「
美
郷
町
更
生
保
護
女
性
の
会
」
十
九
名
の
皆

さ
ん
に
、
今
年
は
「
巻
き
ず
し
」
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
活
文
化
コ
ー
ス

で
食
物
を
選
択
し
て
い
る
三
年
生
十
六
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
て
作
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
皆
興
味
津
津
で
し
た
。
海
苔
巻

き
を
切
っ
て
み
る
と
お
花
の
模
様
が
現
れ
、

あ
ま
り
に
も
き
れ
い
で
調
理
室
中
に
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
具
の
置
き
方
や
巻
き

方
に
よ
っ
て
様
々
に
で
き
る
お
花
の
巻
き

ず
し
に
「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」
と
驚

き
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

福
祉
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て

           

　
　      

〜 

一
年
生 

〜

 
◇
私
は
、
こ
れ
か
ら
福
祉
科
で
学
ん
で
い
く

に
あ
た
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
介
護
福

祉
士
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
毎

時
間
の
授
業
や
実
習
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
福
祉
科
の
目
標
で
も

あ
り
、
私
自
身
の
目
標
で
も
あ
る
「
介
護

福
祉
士
」
の
受
験
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

（
藤ふ

じ
や谷

優ゆ
う
き希

）

◇
福
祉
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一

番
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
福
祉
の

専
門
的
な
勉
強
が
始
ま
り
、
こ
の
大
切
さ

が
授
業
の
中
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
授

業
を
大
切
に
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
佐
々
木
瑞み
ず
ほ穂
）

◇
十
月
か
ら
福
祉
の
勉
強
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
が
、
と
て
も
難
し
く
大
変
で
す
。

で
も
私
は
、
立
派
な
介
護
福
祉
士
に
な
る

た
め
に
も
一
生
懸
命
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
実
技
も
利
用
者
さ
ん
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
に
自
然
に
出
来
る
よ
う
に

手
順
を
し
っ
か
り
覚
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
伊
藤
愛み
ぐ
み美
）

◇
私
が
こ
れ
か
ら
福
祉
科
で
頑
張
り
た
い
こ

と
は
、
ま
す
ま
す
専
門
的
に
な
る
勉
強
を

頑
張
る
こ
と
で
す
。
授
業
は
も
ち
ろ
ん
実

習
も
頑
張
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
利

用
者
さ
ん
と
接
す
る
上
で
大
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
も
高
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 （
石
川
里り

な菜
）

◇
介
護
は
人
と
関
わ
る
仕
事
な
の
で
、
常
に

優
し
い
気
持
ち
を
持
っ
て
学
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
祉
の
勉
強
は
覚

え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
相

手
を
思
い
や
る
こ
と
の
出
来
る
優
し
い
介

護
福
祉
士
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
髙
橋
華か

な菜
）

 

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い     
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美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
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以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意
の
金

品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
対
し
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　11月21日(金)日比谷公会堂にて全国社会福
祉大会が行われ、全国社会福祉協議会会長
より、優良社会福祉協議会として表彰を受
けました。
　これも、日頃より地域住民の皆様や、民
生児童委員など多くの方々のご協力のたま
ものと深く感謝いたします。

編
集
後
記

美郷町社会福祉協議会
優良社協として、全社協会長より表彰状

※
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
忌
明
け
・
快
気

祝
い
等
の
ハ
ガ
キ
を
無
料
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

福 祉 だ よ り第48号 （10）

　

11
月
15
日
朝
起
き
る
と
初
雪
が
積

も
っ
て
お
り
、
今
年
も
つ
い
に
こ
の
時

期
が
来
た
か
と
気
持
ち
が
沈
む
一
方

で
、
わ
が
子
は
、
雪
を
見
る
な
り
外
で

遊
ぶ
と
元
気
い
っ
ぱ
い
。
喜
ぶ
我
が
子

で
し
た
。

　

日
に
日
に
寒
さ
も
増
し
て
き
て
お
り

ま
す
。
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
気

を
つ
け
て
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。   　
　
　
　
　
　
　

 

Ｙ
・
Ｔ

※
受
付
順

（
平
成
26
年
10
月
１
日
～

11
月
30
日
受
付
分
）

■
物
品
寄
付

佐
野 

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス　

様

（
乳
製
品
・
パ
ッ
ク
ジ
ュ
ー
ス
）

土
崎
南
部	

近
美　

サ
ダ　

様

（
寝
ま
き
・
布
）

駅
前	

照
井　

ア
イ　

様
（
タ
オ
ル
）

匿
名　

様
（
郵
便
は
が
き
）

■
一
般
寄
付

下
菻
沢	

澁
谷
不
二
子	

様

コ　

ス　

モ　

ス　

の　

会	  

様

よ
ね
や
株
式
会
社	

様

雁
の
里
農
産
物
直
売
組
合

　
　
　

ま
ご
こ
ろ
ハ
ウ
ス	

様

■
香
典
返
し

元
村	

藤
田　

繁
夫　

様

駅
前	

河
越　

光
夫　

様

一
丈
木	

田
沢　

律
子　

様

本
堂
東
部	

杉
澤　

誠
紀　

様

黒
沢	

髙
階　

春
治　

様

千
屋
中
部	

坂
本　
　

強　

様

第
二
暁	

煙
山　

東
郎　

様

湯
竹	

深
澤　

謙
一　

様

埼
玉
県	

中
村　

正
光　

様

宝
門
町	

矢
川　

吉
治　

様

本
堂
中
部	

太
田　

郁
夫　

様

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
寄
付
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

■
奉
仕
活
動

奉　

友　

会　

様
（
環
境
美
化
）

12
月
７
日
（
日
）
扇
龍
会
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
が
美
郷
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

収
益
金
の
一
部
を
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  厚生労働大臣表彰受賞  　厚生労働大臣より表彰状が贈られました。
　表彰伝達式は10月15日みさと福祉センタ
ーにて行われ、美郷町社会福祉協議会会長よ
り六郷高等学校 北嶋淑子校長へ表彰状が手
渡されました。
　これまでの、ボランティア活動の実践を通
じて福祉教育の推進と生徒育成に尽力され
た功績に贈られたもので、町内の学校として
は、初めての受賞となりました。

　
　
　
　
　
　
～
み
さ
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
清
掃
～

　

11
月
13
日
、
強
い
雨
が
降
る
悪
天
候
の
中
、
た
く
さ
ん
の
奉
友

会
会
員
の
皆
様
と
今
回
は
ロ
ー
ト
ピ
ア
仙
南
職
員
6
名
の
方
が
集

ま
り
、
み
さ
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

春
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
引
き
続
き
、
今
回
も
敷
地
内
を
大
変
き

れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

奉
友
会
は
、
み
さ
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
役
場
や
公
園
、

道
路
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
な
ど
の
清
掃
を
行
い
、
地
域
の
美
し
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

奉
友
会 

秋
の
奉
仕
活
動

落ち葉を拾い集める会員

～六郷高等学校～

伝達式へ福祉科長越後谷先生（左）
北嶋校長（右）が出席されました

社協会費の報告とお礼
　７月に各地区の福祉委員を通じて集めていただきました社協
会費について、第46号で中間報告をしましたが、実績が確定し
ましたので再度報告します。

○ 一　般　会　費	 ５，６０６，０００円
○ 特　別　会　費	 ３５７，０００円
○ 団体・法人会費	 １３０，０００円
　　合　　計	 ６，０９３，０００円

　　　　　※法人・団体会費は随時ご協力いただいております。

　皆様からの会費は子どもからお年寄りまで『誰もが安心して暮
らせる地域（まち）づくり』を進めていくための貴重な財源とし
て、大切に活用させていただきます。ありがとうございました。


